
          

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

 

 

  

 

  

   

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 ※裏面もご覧ください。 

令和８年２月号 

奄美市立赤木名小学校 学校便り 

２月１９日は，学習発表会がありました。当日は，保護者や地域の方約１２０人と，多くの皆様にご来校いた

だき，誠にありがとうございました。子どもたちは，短い期間の中で練習をがんばり，学習や練習の成果をそ

れぞれの形で発表し，堂々とした姿を見せてくれました。子どもたちの発表を，目に涙を溜めながらご覧にな

っている方もいらっしゃいました。一人ひとりの努力と仲間との協力が形となり，見ている人を感動させる素

晴らしい発表会になりました。子どもたちにとっても，思い出に残る発表となったことでしょう。今年度の締めく

くりの行事となった学習発表会ですが，保護者の皆様や多くの地域の皆様の励ましやご協力のおかげで，

無事に成功させることができました。心より感謝申し上げます。今後とも，本校の教育活動へのご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

赤木名小学校ブログ 

 

２月 2３日に，ウギハギがありました。４月に 5 年生が植えたサト

ウキビは大きく成長し，保護者や地域の方に刈り取りや皮剥ぎの仕

方を教えていただきながら，収獲することができました。また，翌日

の２４日に，絞り汁を使って黒糖作りをしました。１時間以上じっくり

煮詰めて，おいしい黒糖が出来上がりました。サトウキビの植え付け

から黒糖作りまで，ご協力いただいた保護者・地域の皆様，少年自

然の家の職員の皆様，ありがとうございました。 

 

第 44回奄美市美術展覧会（〇は絵画 ☆は書道） 

【奄美ロータリークラブ賞】 
〇□□  □樹⑵ 

【奨励賞】 
〇□□  □那⑵ 

【入選】 
〇□□  □心⑴  〇□□  □羽⑴ 

☆〇□□  □奈⑵  〇□□  □紋⑶ 
〇□□  □志⑶  〇□□  □子⑶ 

☆〇□□ □□里⑷   〇□□  □音⑷ 
☆〇□□田  □⑷  〇□  □ 羽⑹ 
 ☆□□  □那⑴  ☆□□  □依⑵         
 ☆□ 藤   □⑶  ☆□  □□羽⑷ 
 ☆□□ □□か⑸  ☆□□□ □央⑹ 
 ☆□□  □幸⑹ 
  
 
 
 
 

 

２月５日に，新入生保護者説明会・体験入学がありました。４月から

赤木名小学校に入学予定の赤木名こども園の園児が，５年生と一緒

に５時間目に活動しました。最初は，少し不安そうでしたがすぐに慣れ

て楽しそうに体を動かしたり本を読んだりしました。４月からは，いよい

よ小学生。入学式を楽しみにしていますよ！！ 

日 曜日 行　　事

12 木 PTA運営委員会・新役員との引き継ぎ会

13 金 ６年生を送る会

19 木 特別支援学級閉級式・PTA

22 日 PTA送別会

24 火 卒業式

25 水 修了式　　離任式

３月の主な行事予定

  「情報」とは本質的に違う「体験」を重視する意味 

 

多くの子どもたちがスマホやタブレット等により，知りたいことや調べたいことがあった場合，簡単に情報を得ら

れる時代となった。公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン代表理事の今井氏は「情報として得られることと，五

感を使って，その場で感じられる体験との間には大きな格差があると思います。」と述べている。私も全く同感であ

り，この 3 年間体験を重視した教育活動を進めてきた。体験して学んだり，気づいたり，知ったりしたことは子ども

たちの感性を育てる。感性が豊かになると，同じ物事からでも多様で深い情報を感じ取り，創造的な発想につな

げることが容易になる。・・・ということは，人間関係やコミュニケーション力にもつながる・・・と考えられるのでは？

逆に考えれば，体験が乏しければ，感性が乏しくなり，同じ物事からでも多様で深い情報を感じ取ったり，創造的

な発想につなげたりすることが困難になる。・・・これらは，人間関係，コミュニケーション力，学力にも繋がっていく

ことになるということではないか。 

学校でいえば，朝のボランティア活動や木登りや鬼ごっこ等の遊び，制作活動やおやつ作り，緑化活動，野菜

作り，ゲーム，地域の散策や，人との関わり，（総合的な学習の中に取り入れてきた）島唄を聞く，郷土料理を味わ

う，シーカヤック体験をする，サトウキビを育て，収穫し，黒糖作りをする，昔の地域の様子について聞く，八月踊り

を踊る，八月踊り唄を唄う，ちぢんを叩く，六調太鼓をたたく等々・・・。ただ体験するのではなく，準備をしたり，片

付けをしたり，協力したり，憧れたり・・・体験に付随する活動や感情に繋がっていくことも多い。 

  そして，体験のほんの一部であるが，学校で取り組むことで体験格差を減少させることもできる。だが，学校の

教育内容は膨れ上がり，教職員だけではカバーしきれない。そこを地域のコミュニティーの中で子ども会や地域

行事に子どもたちの活動を取り入れたり，ＰＴＡ活動の中でも親子で取り組む活動を取り入れたり，学校教育の

中では，地域の方々の協力を仰いで取り組んできた。 

  ２月，学習発表会を実施。地域の方々，子どもたちの家族で 

120 人以上にお越しいただき，盛況であった。今年度は，当日 

まで子どもたちの練習の様子を見ないようにした。各学級担任， 

担当者が子どもたちの力を最大に伸ばしてくれるはず・・・と先 

生たちを信頼していた。内容はどの演目も素晴らしかった。４年 

生以下の子どもたちは１年生時の姿を，５・６年生も小さかった 

２・３年生の頃から，いろいろとあったけれど，本当に素晴らしい 

成長とパワーを感じさせてくれた。涙が止まらなかった。一人ひ 

とりが人を感動させることのできる素晴らしい存在。見に来られた多くの方々も「生で見られて良かった」「感動し

て，涙が止まらない」「子どもたちは少なくなってきているが，今後もできる限り伝統文化を伝えていきたいと思っ

ている」等々・・・ありがたいお言葉をいただいた。 

  時間は限られている。今後も，同じことの繰り返しではなく，子どもたちの実情に合わせ，子どもたちの発想をど

んどん広げていくことができる体験活動を学校教育活動の中に取り込み，子どもたちの瞳を輝かせ続ける赤木

名小学校の歴史を,引き続き発展させ続けていきたい。 

校長 中島 朋子 

 


